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敦賀発電所１号機の原子炉手動停止について
（原子炉再循環ポンプメカニカルシールの機能低下）

このことについて、日本原子力発電株式会社から下記のとおり連絡を受け
た。

記

敦賀発電所１号機（沸騰水型軽水炉；定格出力３５.7万ｋＷ）は、定格熱
出力一定運転中のところ、３台(Ａ～Ｃ)ある原子炉再循環ポンプのうち、Ｂ
号機の軸封部 （メカニカルシール）で機能低下 が認められることから、＊１ ＊２

計画的に原子炉を手動停止し、当該軸封部を取り替えることとした。
なお、Ｃ号機の軸封部についても、極僅かに機能の低下傾向が認められる

ことから、念のため取り替えることとする。
今後、12月28日９時から出力降下を開始し、13時頃発電停止、同日20時頃

に原子炉を手動停止する予定である。
また、軸封部（メカニカルシール）の取替作業が順調に進捗すれば、平成

16年１月２日頃に発電再開の予定 である。＊３

この事象による環境への放射能の影響はない。

＊1)軸封部(メカニカルシール)：
１次冷却水がポンプ本体と主軸の隙間から外部に流出することを防止するため、高

圧のシール水を注入し、この隙間をシール(密封)する働きを持つ。
＊2)機能低下：

メカニカルシールから外部に僅かに流れるシール水(シールリーク量)の増加や、メ
カニカルシール内部(シールキャビティ)の圧力の上昇から、メカニカルシールのシー
ル(密封)機能が低下していると判断している。

＊3)軸封部(メカニカルシール)の取替作業には、約３日間かかる見込みであるが、作業の
進捗状況によっては、多少延びる可能性があり、それに伴い発電再開の予定は変更さ
れる。

（原子力安全･保安院によるＩＮＥＳの暫定評価尺度）
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［通常 約 0.2 ㍑／分以下→約 0.75 ㍑／分］

平成１５年１２月下旬より圧力増加
［通常 約 3.5MPa→約 3.7MPa］
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